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オージス総研、DXを推進するシステム基盤「OGIS DX Integration Platform」

を提供開始 

 

 

株式会社オージス総研（本社：大阪市西区、代表取締役社長：吉村和彦、以下、オージス総研）は、企業が DX   

を推進していく際に必要となるシステム構築のインフラレイヤーで生じる、人手不足、セキュリティ対策、シス

テム開発予算と期間の短縮といった課題を解決し、より効率的に DX を推進していくためのさまざまな機能を集

約したシステム基盤である「OGIS DX Integration Platform」の提供を開始します。 

 

 

■DXを進める上での課題 

多くの企業が DX の推進に向けて、さまざまなアプリケーションの開発に注力しています。ただ、インフラ

レイヤーは従来と同じように構築するケースが多く、以下のような課題が多くみられます。 

・クラウドのメリットである共通化や効率化が十分に図られていない。 

・セキュリティの実装に不安がある。 

・インフラの構築の期間やコストが増大し、DX推進の足かせとなっている。 

 

■クラウドのメリットを最大化したシステム基盤の重要性 

これらの課題に対応し、DX を効果的に推進するには、標準化されたシステム基盤の活用が重要です。 

さまざまなノウハウや最新技術をあらかじめ取り入れた標準化されたシステム基盤を整備することで以下

のようなメリットがあります。 

①共通化によりインフラ構築のノウハウやクラウド技術者の不足を補えます。 

②システムの仕様や目的に沿った柔軟で高品質なセキュリティの実装が容易になります 

③インフラ構築の品質が安定することで開発予算と期間が短縮され、その後の運用コストの軽減にもつなが

ります。 

 

 

■「OGIS DX Integration Platform」について 

オージス総研は Daigasグループの情報システム子会社として、また製造業や金融機関を中心としたお客様の

システム構築と運用に携わるなかで豊富な経験と技術を培ってきました。これらをもとに標準化された各種

テンプレートやメニューの中から必要な項目を選択するだけで高品質なシステム基盤を効率的かつ迅速に実

現する「OGIS DX Integration Platform」の提供を開始します。 

 

 

■OGIS DX Integration Platformの 3つの特長 

特長①：システムのインフラ構築に必要なノウハウやクラウド技術者の不足を解消 

さまざまなインフラ構築で培ったノウハウやコンテナ/仮想サーバーなどを活用した技術に加え AWS

（Amazon Web Services）のベストプラクティスにもとづいた高品質なシステム基盤により、インフ

ラ構築に必要な技術者の不足を解消します。 

 

特徴②：セキュリティなどシステムを安全に運用する仕組みも提供 

    Daigas グループで培ったセキュリティノウハウを活用し、各システムによって異なるセキュリティ

要件に応じて幅広い選択肢の中から最適のセキュリティを素早く実装可能です。 

 

特徴③：「選んで完成」- インフラ構築の品質が安定することで開発予算と期間が短縮 



システムが求める仕様に沿って各種のテンプレートやメニューの中から選択していくだけで最適な  

インフラが完成します。インフラ構築に必要なコストと費用が大幅に削減されると同時に品質が安定

することにより稼働後の運用の自動化などにより ITコスト全体の削減も可能です。 

 

 「OGIS DX Integration Platform」ソリューションウェブページ 

  https://www.ogis-ri.co.jp/product/s107895.html 

 

■今後の展望 

オージス総研は、OGIS DX Integration Platformをつうじてお客様の DX推進を支援し、ビジネス変革によ

る競争優位性の実現に貢献してまいります。今後もより幅広いお客様のニーズに対応するテンプレートやメ

ニュー機能の拡充、お客様のニーズに合わせたカスタマイズオプションの提供など、機能強化を進めていき

ます。 

 

■AWS Summit JAPAN 2025 に出展します 

2025年 06月 25日（水）～26日（木）の 2日間、幕張メッセにて開催予定の「AWS Summit JAPAN 2025」に

出展します。弊社ブース（小間番号:5ホール 077B）では、Daigasグループの IT化を支えてきた実績をもと

に、アプリケーション構築に偏りがちな DX 推進においてインフラの観点から DX を推進するシステム基盤

『OGIS DX Integration Platform』をご紹介します。皆様のご来場を心よりお待ち申し上げます。 

 

ご参加登録 URL: https://jpsummit-smp25.awsevents.com/public/application/add/241?smtcd=SPC7387622 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

◆株式会社オージス総研について https://www.ogis-ri.co.jp/ 

本社：大阪市西区千代崎 3丁目南 2番 37 号 

設立：1983 年 

資本金：4.4億円（大阪ガス株式会社 100%出資） 

業務概要：オープンソースソフトウェアの活用・オブジェクト指向技術・クラウドサービス関連技術・アジャイ

ル開発技術・データセンター運用やこれをベースにしたクラウドサービス・エンドポイントを中心としたセキュ

リティなど、大阪ガスの基幹システム開発から運用までを一貫して提供しており、他にも製造・金融・公益など

全国で幅広い実績を有しています。近年ではデータ分析、IoT およびルールモデリングを重視したルールベース

開発 (BRMS）に注力する他、デザイン思考やアジャイル開発のノウハウを活かした DX 支援コンサルティング、

行動観察を活用した新価値創造コンサルティングを提供しています。 

 

 

◆本プレスリリースに関するお問い合わせ先： 

株式会社オージス総研プラットフォームサービス本部基盤インテグレーション部第一チーム 

〒103-6013 東京都中央区日本橋 2丁目 7番 1号 東京日本橋タワー13階 

お問合せ先：https://www.ogis-ri.co.jp/forms/inqform.html?artid=7965  

 

* プレスリリースに掲載されている内容は発表時点の情報です。予告なしに変更する場合があります。 

* その他、本プレスリリースに記載されている会社名および商品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

 

https://www.ogis-ri.co.jp/

